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揚水試験データ処理システム

応用地質株式会社

豊田 守

2008/03/25   14:00～

システムの機能

＜解析法の種類＞

• 平衡式図的解法

• ヤコブの直線的解法

• 回復法

• タイス（ハンタッシュ・ヤコブ）の標準曲線法(距離一定)
• タイス（ハンタッシュ・ヤコブ）の標準曲線法(時間一定)
• ハンタッシュt-s曲線による解法

• 段階揚水試験
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解析の手順

エクセルで試験結果ファイルを作成

試験結果フォルダに保存

揚水試験データ処理システムを起動

試験結果フォルダを選択

揚水時間・揚水量・井戸配置を入力

解析開始

エクセルで試験結果ファイルを作成

次のフォーマットでデータを作成します。
年、月、日、時、分、秒、水位（GL m)

2008,3,10,10, 0, 0,  -2.11
2008,3,10,10, 1, 0,  -2.21
2008,3,10,10, 2, 0,  -2.40
2008,3,10,10, 4, 0,  -2.60

CSV形式で試験フォルダに保存

例） E:¥○○業務¥NO-001
TEST-1.csv
TEST-2.csv
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揚水試験データ処理システムを起動

解析ファイルを選択

解析方法を選択
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タイス（ハンタッシュ・ヤコブ）の標準曲線法(距離一定)

基本設定を行います

基本設定（揚水時間・揚水量・井戸配置を入力）
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作図設定

解析孔、作図設定、表示[r/B]を選択設定します。

解析
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解析結果

影響範囲の計算条件
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影響範囲の計算結果

ハンタッシュt-s曲線による解法
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ヤコブの直線的解法


